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4．む　　す　　び

以上の結果から第1図のような除草体系を斡成した。

一般の体系は床面をていねいに整地し，PH Sを床面

に密着するように被程して（整地の愁い所で薬害の恐

10日 15－20 15－・20

一般の体系

整Rマ　播　　　発発

地Hル種　差嘉Sチ

れがある），播種10日頃の発芽始めにMCC40㌢を

畦間・床面あわせて全面に処理する（発芽揃以後では

薬害を生ずる）。次に15～20日おいて♪CI）A12．5才

を瞳間と穴部に散布する。なお，雑草が再発生した場

合は15～20日おいて♪CPAを同様に処理する。

タネパェ地帯の体系は有機憐剤とMC Cの近接散布

による薬害が懸念されるので，ⅣⅠ？またはPHSを

用いて発芽期のMC Cを用いない体系とするが有機燐

剤の馳係は検討中である。

これらの体系的使用法は洪横土壌を基本としたもの

であるが，薬量を厳守し，また，処理時期を失しては

タネバェ地帯の体系　ならない。

有機燐剤
15日　　　　　15－20

第1図　　畑稲マルチ栽培除草体系

このような体系的使用法は畑作においては例が少な

かったが，この体系を基礎に，より薬害の少ない単剤を

探究して体系に組み込み，一層確実な畑稲マルチの除

草体系を試みたい。

畑稲マルチ栽培に関する研究

第4報　立毛数と播種深度

古沢　典夫・鎌田　信昭・大野　康雄

（岩　手　県　鎚　試）

1．甘　え　が　き

単位立毛数の確保は重要な条件の一つで，初期生育

とも関連して穂数，ひいては収量に大きく響く。

第2報5～4蓑の現地からの問題点中にも教士深と

栽植密度が指摘されている。

覆土の過度の深浅は，欠株・生育不良・生育不整と

なるが，立枯病などの遠因ともなることも見過せない。

裁板密度については，8212透明フイルムでほぼ十分

と思われるが，1株播種粒数については年次差もある

ので，ここで明らかにし御参考に供したい。

2．試．験　結　果

1．摘櫨粒数

日）　試験方法

42年度はシモキクを用い，施肥屋は10a当り成

分量でN－10，鞄05－15，喝0－10，他に厩肥1・5

七を施用，5月4日に播種した。

45年度は早生のユーカラ，中生のシモキク，長稗

の陸稲岩手胡桃早生1号を供用，施肥量はⅣ－8とし

たほかは前年と同様であった。

（21　成績概要と考察

42年度成績は第1表のとおりで，5～11粒間に

収量蓋が少なかった。7月10日までは草丈・茎数と

も多粒播きほど長または多であったが，成熟当時の穂

数は収量と同傾向で大差がなくなっている。

しかしながら，少粒播き区ほど個体当り分けつ数が多

く，出穂が不揃いで多少遅れ，倒伏が日だった。この

ため，穂数に対する主茎依存度は約30喀以上とすべ

きであろうと推察された。なお，重富依存度は5粒18帝，

7粒22多，9粒27多，11粒57喀となっている。

45年度においては，1～20粒とし，第2表の成

績が得られた。
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第1衷　　42年（豊作年）における粒数試験

日　生　育　調　査

7 月1 0 日における 出

穂

期

草

丈

同

比

株
茎
数（句

同

比

個茎
体
当
り数

同

比

CJ乃 帝 本 肇 本 多 月 日 月 日 d Ⅵ のⅥ 本 多 痴 本

5 5．d 9 ス5 4 0．7 9 2．9 8．2 1 5 2．5 8 1 1 1 0．5 7 4 0 1 8．8 2 Z 2 8 6．8 6 6．8 4 5 5．4

． 5 8．5 10 0．0 4 5．8 1 0 0．0 ‘．2 1 0 0．0 10 2 7 5．4 18．4 5 1．4 1 0 0．0 7 1．6 5 2 5．4

5 8．9 1 0 1．1 4 4 5 1 0 1．° 4 9 7 9．0 10 2 7 5．5 18．4 5 2．8 1 0 4 5 7 5．7 5 4 °．8

5 8 9 1 0°．‘ 4 7 8 1 0 9．1 4 4 7 1・D l 1 0 2 7 0．2 18 0 2 9．2 9 5．D ‘1．2 4 8 占．8

（2）収穫物調査

1 項 目

播 種 粒 数
総　 量 ワ ラ重 精 籾 重 同　 比 精米 重 同　 比 籾 摺 歩 合 精 米 ヱ重 千 粒 重

5

，44 誉グ 71．1Kダ ‘4 5 1Kp 94 9 帝 5 ，．2 ㌔ ク 9 “ 痴 7” 多 　 ダ

8 24
　 牙

2 0．1

標　　 7 14 9．5 71．1 ‘7 74 1 00．8 54 1 7 10 0．D 8n O 8 24 1 鼠d

9 15 9．4 7鼠9 占え8 1 1D5．1 5 5．77 105．0 79．9 8 2 5 1 9．7

1 1 14 ヱ1 75．5 64 51 94 9 52．45 9占．8 8 1．8 8 25 1 鼠9

第2蓑　　45年（冷害憤向年）における粒数試験
日）生育　調　査表

口
日日

種

名

項

目

区 別 ＼

＼

発 発

芽

芽

良

期 否

‘ 月 5 日 6 月 1 9 日
7 月 1 日 （㌔ 2 5 冨 ）【

出 成　 熟　 当　 時 倒

】 伏

程

度

株 個

当

り 体

発

芽 数

苗

立

率

欠

株

率

草

丈

茎

数

草

丈

茎

数

草

丈

茎

数

穂

期

稗

長

穂

長

抹

穂

数

〝㌔

当

り

穂

数

ユ

I

1 （標け 粒 5．1 5 ． 良

本

Z d

停

8 4 4

喀

n O 1 8．0

本

2 8．9

（7乃

5 m 9

本

4 5 ．7

m

d 2 ．5

本

5 2 ．8

月 日

8 4

ぐ〝‡

8 6．0

くつ乃

1ス4

　 本

5 4 4

本

5 7 4 血
2　 1 粒 1 8 や 不ゝ n 9 9 2 ．5 え5 1 °．8 5．4 2 7 7 1 0．8 ‘n D 【2 5 ．9 d 占5．7 1 ヱ7 2 4 9 4 1 8 徴

5　　 5 粒 1 5 中 2．° 8 6 ．7 5 ．0 1 Z 9 a 2 5 1．5 2 Z 2 占5．5 5 8 8 5 d Z 4 1 8．4 5 8 2 5 0 4 徴
4　　 8 粒 1 5 良 5．1 8 5 ．0 n D 1 6．4 12 ．4 5 1．5 5 8．8　 d t 5 4 8．1 5 ‘占．占 1 7 5 5 m 4 5 0 8 鉦

カ 5　 1 2 粒 1 4 ク 1 0．5 8 5 ．8 1．5 1 8．5 2 5 ．4 2 ヱ1 4 8 ．7 引‖ 5 4 5 4 d d．2 18 ．9 5 5 ．6 5 °1
義

－

6　 1 5 粒 14 ノダ 1 1．5 7 5．0 t 5 1 占．5 2 2 ．d 2 8 ．1 4 8．D 8 1．7 5 5．0 4 ‘占．8 1 占．d 5 2 ．4 5 4 1 微

フ

コ

7　 2 9 粒 1 4 〝 1 6．1 8 0．5 n O 1 Z d 2 ス5 2 9．1 6 5 ．5 6 2．5 占2．8 4 ‘4 8 1 占．8 5 2 ．9 5 4 9 微

8 （勧 9 粒

1 （蜘 9 粒

14　　 ノダ ヱ8 8 °．7 n O

訂百‾

1ス5 1 ス9 2 9．6

2 6．9

4 8．9

主2．1

占2．7

5 9．1

5 1．5 4 d Z 7 1 エd 5 2 ．9 5 4 9 無

ヱ5 8 1．1 1 6，9 1占．8 5 鼠5 1 2 7 5．d 1 ス8 2 9．1 4 8 6 森
2　 1 粒 1 6 不 良 0．8 8 5 ．8 1 8．5 16 ．d 2 ．9 2 5．7 ス7 5 5．° 1 9．8 1 5 7 鼠 9 1 8 6 5 2．2 5 5 8

歩

・モ 5　　 5 粒 1 5 lや ゝ良 2．5 8 1．7 5．8 18 ．° ス1 2 占．4 1 9．d 5 ス5 2 8 ．1 1 5 7 8 ．8 1a 7 2 5 ．7 4 2 9 微

キ

4　　 6 粒 14 良 5．2 8 5．8 n O 1 占．2 15．2 2 8．9 2 8．8 5 Z 9 5 4 7 1 5 8 1．5 1 ス9 2 ヱ5 4 5 9 盤庄
5　 1 2 粒 1 5 〟 1 0．2 8 4 8 0．0 1 ス4 2 0．8 2 5．9 5 8．1 5 8．9 4 5 ．8 1 2 7 5 ．5 1 ヱ1 5 1．5 5 2 2 如

タ

l．Ll

‘ 1 5 粒 15 〃 1 1．4 7 8．0 n O 1 8 ．5 19．9 2 5．9 5 Z 2 5 ス 7 4 5 ．2 1 2 7 1．8 1 ヱ8 5 0．7 5 1 5 微

7　 2 0 粒 15 一ク 1占．2 8 1．0 0．0 17 5 2 5 ．5 2 5．8 5 乳d 5 鼠5 4 7 5 1 2 7 2 ．2 1 ス1 5 2 ．9

5 0．7

5 4 9

5 1 5

微
8 低 9 9 粒

1 （均 9 粒

15

5．1 5
芋　．〝 a O

5．9

m 8

8 8．5 n O 17 1 17 8 2 占．5 5 2．8 5鼠 5 5 8．d 1 2 7 8．5 1 8．0 無

右
手

良 6 5 ．8 n O 1 9．2 15 ．1 5 1．5 2 5．1 7 5．9 2 5．2 1 2 10 5 ．5 2 1．8 1 7 2 2 8 7 甚

2　 1 粒 1 5 不 良 8 5 ．8 1 占．0 1 7 2 5．8 5 2．6 8．4 枕 5 1 4 2 1 5 10 4 6 2 1．5 1 8 ．0 2 6 7 〝
胡

鱒

5　　 5 粒 1 4 不 良 2．° 8 8．占 1 2．5 1 7 7 5 ．5 5 0．7 1 4 0 7 t O 1 8．9 1 4 1 0 占．1 2 1．9 1 5．2 2 5 4 ノダ
4　　 8 粒 1 4 良 4 4 75 ．5 1．5 1 8 ．2 1 2 ．5 5 m l 28．0 72 ．1 2 5．8 15 1 0 5 ．8 2 1．7 1 8 ．5 2 7 8 ノダ

苧 5　 1 2 粒 1 5 ／グ Z B d 5 ．0 n U 1 9．5 1 4 9 即 日 2 5．5 7 2 ．6 2 8．5 1 2 10 4 5 2 1．4 1 8．7 5 1 2 ノダ
生 ‘ 1 5 粒 1 5 一グ 乳5 6 5．5 n O 18 ．8 1 占．7 5 m 4 2 8 ．5 7乙5 2 Z 5 1 5 10 5 ．7 2 1．2 1 9．6 5 2 7 ノダ
1 7　 2 0 粒 1 5 ク 1 5．0 d 4 8 0．0 1 8．8 1 ス7 2 9．7 5 1．5 7 1．7 5 n d 12 10 5 ．8 2 0．9 1 9 8 5 5 1 ′
ーラ■ 8 （蜘 9 粒 1 5 ／グ 6．4 7 0．占 n O 1 8．0 1 5．1 5 n O 2 5 ．0 7 1．9 2 4 0 1 5 1 0 5 ．4 2 t 4 1 8．7 5 12 ′
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（2）収屋：調査表

P
PP

種

名

　 項　 目

区　 別

a　　 当　　 り　　 収　　 量
玄 米

ヱ 重

千 粒 垂 品　 質

総　 重 ワ ラ 重 構 籾 重
開 重 要 蓋 同 比 警 誓

屑 米 重

＝1．

1 （標 ）　　 9　 粒

　 Kクl

15 2 ．5 5

　 K g

d 5．0 0

　 K g

d 7 2 4

Ⅹグ

M l

　 K g

5 5．4 4

　 喀

1 0 0．0

弱

8 2．4

晦

n d 5

グ

8 1°

　 才

2 2．5 中

2　　　　　　 1 粒 1 1エ 1 2 S a 5 d 5 8 ．4 8 n O B 4 a D O 8 占．1 8乙0 8 5 5 7 9 5 2 5 ．5 中　 下

5　　　　　　　 5　 粒 1 5 4．0 4 ‘ス5 8 d d ．5 5 0．1 1 5 4 1 1 9 ス0 8 1．5 n d 4 7 8 8 2 5 ．2 中

l 4　　　　　　 d　 粒 1 5 鼠‘5 7 2．5 7 ‘占．9 7 8 1 1 5 4．7 8 9 8 2 8 t 8 n d 5 7 9 8 2 5 ．0 中

カ 5　　　　　 1 2　 粒 1 5 0．4 2 8 0．4 7 ‘鼠8 1 n 1 4 5 エ8 4 10 5 ．4 8 2．5 n 4 5 7 9 8 2 2．7 中

ラ
8　　　　　 1 5　 粒 14°．5 2 7 5．9 8 7 0．2 7 0．0 7 5 8．5 1 10 4 d 8 2 ．9 n 5 7 8 0 d 2 2．8 中

7　　　　　　 2 0　 粒 15 9．5 1 8 8 5 4 7 0．8 8 m O 9 5 8 ．5 7 10 4 7 8 2 ．5 0，°1 8 1d 2 2．4 中

8　 （標 ）　　 9　 粒 14 1．5 4 7 5．占4 ‘Z d l n D 9 5 °．10 10 0．0 8 2．9 n 5 1 8 0 1 2 5．1 中

シ

1 （探 ）　　 9　 粒 1 4 5．d O 7 2．4 5 7 m 7 5 m 4 0 5 占．8 1 1 0 0．0 8 1．d 2．5 0 8 1 0 2 1．9 中

2　　　　　　 1 粒 1 1 5．7 d d n 2 1 5 5 ．4 0 0．1 5 4 4 （〕5 7 5．8 8 2．5 n 5 8 8 0 4 2 2 ．5 中

5　　　　　　 5　 粒 1 5 4．5 5 8 t 5 2 7 2 ．6 1 n 4 〔〉 5 8．0 5 9 9．9 8 2．4 2．0 5 8 2 0 2 2 ．5 中

モ

キ

ク

4　　　　　　 8　 粒 1 4 8 6 4 8 5 ．7 0 占4 7 8 n l d 5 7 8 1 9 鼠5 8 2．8 t 14 8 1 0 2 2 ．2 中

5　　　　　 1 2　 粒 1 5 5．4 2 8 1．7 7 7 5．4 8 n 1 7 d n 7 7 1 0 4．d 8 2．7 α7 占 8 12 2 1．9 中

‘　　　　 1 5　 粒 1 4 5．8 8 7 Z　d 7 ‘5．7 1 n 5 0 5 9．9 1 1 0 5．1 8 2．9 n 8 4 8 1 5 2 t 9 中

7　　　　　 2 0　 粒 14 5．9 7 7 4 5 0 d R 4 5 n 2 4 5 Z D 5 9 8．2 8 2．2 t 4 1 8 14 2 1．7 中

8 （轢 ）　　 9　 粒 14 9．1 4 7占．98 7 2．0 2 n 14 5 9．5 8 1 0 0．0 8 2．4 1．1 5 8 1 5 2 2．1 中

岩

手

胡

1 （標 ）　　 9　 粒 14 鼠7 5 8 9．9 9 5 8 9 7 8 7 9 4 4 8 4 1 0 0．0 7 5．6 2．9 7 7 7 8 2 2．2 中　 下

2　　　　　　 1 粒 1 2 8．8 2 8 0．1 1 4 5．8 9 0．8 2 5 4 4 4 8 5．9 7 4 7 t 9 7 7 7 4 2 2 ．8 中　 下

5　　　　　　 5　 粒 1 5 8．8 8 9 ．弘 5 9．8 4 n d ‘ 4 8．1 5 1 12 ．5 7 7 2 2 ．2 1 7 7 5 2 5 ．2 中　 下

桃 4　　　　　　 °　 粒 15 3．0 5 8 2 ．8 1 4 9．4 0 n 8 2 5 ス6 4 9 1 8 7 8．2 2．1 5 7 °5 2 2．5 中　 下

早 5　　　　　 1 2　 粒 1 5 4 4 5 8 5 ．5 9 4 7 4 7 0．5 9 5 5．2 5 8 8 ．0 7 4 2 4 5 5 7 7 1 2 2 ．1 中　 下

生

1

号

8　　　　　 1 5　 粒 1 5 1．4 5 7 9．1 0 5 1．5 7 n 7 8 5 9．5 0 9 5 ．8 7 8．2 2．2 2 7 7 5 2 2 ．1 中　 下

7　　　　　　 2 0　 粒 12 0．5 0 7 5 ．1 9 4 4 2 1 n 9 0 5 2．占5 1 7 9．8 7 5．8 5．5 2 7 7 4 2 2 ．1 中　 下

8　 （轢 ）　　 9　 粒 1 5 2．D O 8 0．1 9 5 0．6 8 1．1 5 S Z 5 4 1 0 0．0　　 7 4 4　　 4 5 7 7 7 9 2 2 ．4 中　 下

早生短梓のユーカラでは1粒では14帝減となり，

5～20粒は大差ないものの多粒播きほど多収傾向を示

している。中生のシモキクも同傾向ではあるが，12

粒あたりがピークとなり，胡桃早生は倒伏のため明ら

かでない。

1～5粒は欠株多く危険であり，発芽は多粒播き区

ほど早い焼向にあった。茎数差は7月上旬まであり，

穂重型品種では大暑まで明らかであった。

しかし20粒播きと多過ぎれば，もんがれ病が多目

となり問題である。

結局のところ，苗立率を80多と考え，主茎依存度

を50多とした12粒あたりが，倒伏，収量，品質，

もんがれ病などの面から最も無難なものと考えられる。

2．播種深度

日）試験方法

シモキクを用い，1－5〔mに播種した。播種粒数

10粒とした以外は前試験45年度に準ずる。

（21成績概要と考察

42年度には掛こ試験は行なわなかったが，播種期

は早魅の傾向にあって1m眉度の技播きは発芽が遅れ

不良であり，一般にやゝ深目が良好であった0

45年度の本試験は適湿に恵まれ，第5表のとおり，

浅播きほど発芽初期生育とも良好である。深播きは欠

株率，苗立率，大暑までの茎数で劣り，5e校区ではd

痴程の減収となった。これを42年のような乾燥条件

と考え合わせれば，2・5m1位が適当と考えられよう。
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第5衷　　播種探度に幽する式鹸

（1）生　育　調　査　表

　 項 目

区 別

発　 芽 期 発 芽 良 否

‘ 月 5 日 7 月 2 5 日

（ 大 暑 ）

出 穂 期

成　 熟　 当　 時

株 当 り

嶺 体 豪 苛 立 率 欠 株 率 草　 丈 茎　 数 梓　 長 穂　 長
1 株

稔 数

扉 当 り

穂 数

1 （標 ）　 2 の刀

月 日

良

（個 体 ） 停 帝 ビ7花 本 月 日 ぐれ ビ77I 本 本

5．1 8 Z d 8 4 4 D 5 ス4 5 エ4 a 1 2 7 5．9 1 Z d 2 占．5 4 4 5

2　　　　 1 （¶ 1 5 一ク a O 8 8．9 0 5 Z 5 4 0．8 1 2 7 5．7 1 ス 8 2 8．4 4 7 4

5　　　　　 5 （職 1 6 ノダ ヱ 1 7 8 9 1 5 Z 7 5 8．5 1 2 7 5．1 1 ヱ 9 2 8．2 4 7 1

4　　　　　 4 の 1 8 や や 良 8．2 d a 9 1 5 8 ．6 5 1．9 1 2 7 5．4 1 8．4 2 占，7 4 4 °

5　　　　　 5 珊 1 9 や や 不 良 4 8 5 5，5 d 5 7 2 2 5 ．5 1 2 7 2 ．1 1 8．1 2 ス 0 4 5 1

‘ （標 ）　 2 仰 1 d 良 Z 4 8 2．2 0 5 ス 7 5 ス 2 1 2 7 5 ．1 1 7 7 28 ．1 4 占9

（2）収　量　調　査　表

　 項 目

区 別

栓　　 塞 ワ　ラ 歪

a　　 当　　 り　　 収　 量 】玄 米

ヱ 歪
千 粒 重 品　 質孝 完

籾． 重 屏 籾 重
精 玄

米 垂
同　 比

籾 摺
歩 合

屑 米 重

1 （標 ） 2 仰

K F 晦 痴 K g Ⅹク Kク 痴 蕗 K g ダ ダ
中1 1 9．15 5‘．1 9 1 1 2．0 ‘2．8° n 5 0 5 1．5 8 10 0．0 8 2．0 0 1．1 9 8 1 7 2 1．9

2　　　　 1 c m 1 2 8．8 8 8 4 7 7 9 9．0 占5．6 0 n 5 1 5 1．5 2 9 8 8 8 t D O 2．0 0 8 1 5 2 1．7 中

5　　　　　 5 の乃 1 2 0．d O 5 5．4 1 1 1 7 7 d A d 7 n 5 2 55．5 9 1 0 2．4 8 2．5 5 8．8 7 8 2 1 2 1．8 中

4　　　　　 4 亡Ⅵ 1 2 2．4 9 5 8．5 5 10 9．2 ‘5．7 2 n 2 4 5 2．1 2 9乳9 8 1．8 0 0．9 9 8 1 6 2 2．4 中

5　　　　　 S c椚 1 1 2．8 8 5 5．0 7 1 1 2．7 5 9．5 5 n 2占 4 9．1 D 9 4 1 8 1．8 0 n 8 8 8 2 6 2 2，2 中

‘ （標 ） 2 の乃 1 2 5．2 5 5 8．5 5 1 1 0．° 8 4 5° n ld 5 2．9 1 1 0 0．0 8 1．0 5 1．15 8 1 7 2 2．2 中

5．む　　す　　ぴ 1株12粒播きあたりが適当と考えられる。

また，播種深度については，早魅時は探播き，適湿

42～45年の播種粒数試験から，苗立率80帝，主　で浅播きが良いことは常識であるけれども，2．5の乃位

茎依存度50痴以上として，8212透明フイルムでは　が各条件における適当な深度と判断される。


